






















2024.11.1　　福祉あいら　（12）

通信

第１３回あいら福祉まつり

令和７年３月１６日（日）

場所：姶良市姶良公民館

詳細については次号「冬号福祉あいら」

及びチラシ等でご案内いたします。

自分たちが「楽しい」と思える活動を

「漆をもっと楽しく遊び尽くそう！」をコンセプト

に２０２３年に活動を開始したウルアス。メンバーは

漆小学校の子どもたちやその保護者で構成され、漆地

区の自然や歴史を活かした活動を展開。ホタル鑑賞会

や極寒キャンプ、子どもガイド史跡巡り、かまど焚き

ごはん体験等、市内外から参加者が集まる人気のイベ

ントを企画・運営している。

「イベントや企画を考える時は、運営する自分たち

が楽しいかどうかを考えている。大人が楽しんでいる

姿を子どもたちに見せることが大事」そう話すのは代

表の佐藤絵梨さん（４６）。鹿児島市出身で、幼少期

に祖父母のいる漆を何度も訪れていた。

ＳＣがいく！ ～地域のお宝発見の旅～ ＳＣ…生活支援コーディネーター

生活支援コーディネーターが地域にお邪魔し、市内の

様々な助け合いの取り組みや活動を取材していますウルアス（漆の明日を語る会）

コミュニティーサロン よかひよい

地域の方々の憩いの場所を目指して

今年８月に姶良市増田に新しくオープン。子どもから高

齢者までの全世代が利用できる新たな居場所となってい

る。代表の岩井田せつ子さん（７３）は、姶良市北山出身

の元看護師。沖縄県南大東島での離島医療を経験。地域コ

ミュニティの重要性を感じ、居場所作りに興味を持った。

「よかひよい」では、健康相談や血圧測定のほか手芸教室、

絵手紙教室、カラオケなどの趣味活動を実施。地域のいき

いきサロンの会場としても利用されている。

「今後は、英会話や絵画、書道教室なども開催していき

少しでも地域に住む方の孤独・孤立の解消、介護予防、寝

たきりの防止に努めていきたい。お茶飲みにでも、ふらっ

と気軽に寄ってほしい」と語った。

コミュニティーサロン よかひよい

【住 所】姶良市増田 ※駐車場あり

【電話番号】 【定 休 日】月曜日
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幼少期に感じた漆の魅力が忘れられず、７年前に夫を

福岡に残し当時４歳の息子と鹿児島に戻ることを決意。

祖父母の田畑を引き継ぐために農業大学校へ通い、農業

についても一から学んだ。学校を卒業後、漆へ移り住み

現在「ほかぞん農園」を経営している。

高齢化が進行する漆地区について、佐藤さんは「高齢

化が問題なのではなく、高齢者を活かせる場所がないこ

とが問題」として、「地元の『人財』を活かし、住民そ

れぞれに役割があるような活動を展開していきたい」と

意気込みを語った。

▲各教室の講師は、地域の

ボランティアが務める
▲「いきいき物産館三船の郷」

さんのお隣

▲キャンプサイトは漆小学校の

校庭を使用

▲古民家を活用したマルシェ ウルアスについてもっと詳しく

インスタグラムはコチラ→

市社協インスタグラムでも紹介しています


